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業績予想の修正に関するお知らせ  

  平成25年5月15日に公表した「平成25年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定としておりまし
た平成26年3月期の業績予想について、下記のとおりお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 125 △108 △104 △105 △2,134.75
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

― ― ― ― ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 375 △155 △148 △150 △3,049.65
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成25年3月期） 187 △174 △186 △331 △6,797.32

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 28 △75 △70 △71 △1,443.50
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

28 △83 △93 △206 △4,257.27

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 75 △140 △134 △135 △2,744.68
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成25年3月期）

77 △168 △150 △481 △9,858.76



（注）平成25年3月期第2四半期は四半期連結財務諸表を作成していないため、前期第2四半期連結実績は記載しておりま
せん。 

修正の理由 
平成26年3月期の業績予想につきましては、当社は、兼ねてから継続していた赤字体質からの脱却を目的として、当社グ
ループ全体の事業再編を行うべく、既存事業の見直し及び新規事業分野への進出を検討を行っており、合理的な算定が
困難であることから未定としておりましたが、最近の状況及び業績の動向を踏まえ、業績予想を修正いたしました。 
  「グラフィックス関連事業」の産業用グラフィックス事業については、医療事業の拡大を図る国際的な大手優良メーカーと
引き続き共同開発を行うと共に、当社独自技術のFVTを搭載した新製品のOEM販売等による国内の医用画像システム販
売の拡大等により、通期売上高は75百万円を見込んでおります。 
  「組込ソリューション関連事業」については、医療系、アミューズメント系、出版系を中心としたITソリューション分野及びプ
リンタ、通信装置等の組込システムの分野での販売拡大、さらに、オーダーメイドの検査装置開発販売の拡大等により、売
上は通期売上高は300百万円を見込んでおります。 
  以上、組込ソリューション関連事業の売上高が通期に寄与することから、通期売上高は375百万円と大幅な増収となる見
込みですが、販売費及び一般管理費、のれん償却費等の費用の吸収に至らず、営業損失155百万円、経常損失148百万
円、当期純損失150百万円を見込んでおります。 
  なお、新規事業分野への進出については、事業化に向けた検討を引続き実施中であり、開示が可能となった時点で、速
やかに開示いたします。  
 
※本資料に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績等は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上


